




1.研究総目的 

乳幼児期に発生し,その子供のその後の人生を左右するような大きな障害を残し,しかも成

因不明,かつ治療や予防法も確定していない病態ほど,親はもちろん,ケアを行う側にも,不

安を与えるものはない。 

本研究は,そのなかでも,現在世間でもっとも関心をもたれている 3 疾患,(1)急性脳症

(Reye 症候群),(2)川崎病,(3)自閉症の,成因と早期診断,治療法,予防法を追求し,最終的

には医療者のためのガイドラインを作製することを目的とする｡ 

各分担研究課題別に目的と計画を下記に示す。 


